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　【目的】赤 血 球変形能（Erythrocyte

Deformability ：ED ）は血液 レオ ロ ジ
ー

を左右する

主要な 因 子 で 末梢循環 お よ び臓器循環 に 深く関わ

っ て い る が、閉経後 に 低下 し、エ ス トロ ゲ ン補充

療法（ERT ）で 改善さ れ る こ と が報 告され て い る。

またED は 赤 血 球内CaZ＋

に よる 膜骨格蛋白の架橋

形成 の 促進や膜脂質組成の 変化 に よ っ て 低下す る

こ と が 知 られ て い る 。そ こ で 閉経女性の 赤血球 を

用 い て ED に 対 す る Ca2＋

と エ ス トロ ゲ ン の 影響を

検討 し、さ らにERT 実施例におけ る赤血球膜脂質

組成 の変化 を調べ た。　 【方法】閉経女性 の赤血球

を グル コ
ー

ス 加 HEPES リンゲル緩衝液（Ca2＋−free）

で 37℃ に て 30分培養 し、各種薬剤（Ca2＋

，Ca2＋

拮抗

剤 nicardipine ，176 −estradioD を添加 した後、更

に 30 分培養 して 幅6 μ lnの microchannel の 通過時

間を測定 し、こ れをED の 指標と した。またE 即
’

前後に採取 し た赤血球 の 膜 リン脂質組成 を薄層 ク

ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーを用 い て分析 し．組成 の 変化 と

ED との 関連性を検討 した。　 【成績】4，2mM 　Ca2 亅

添加群 の 通過時間（16．5± 0．4秒）は Ca2＋

非添加群

（15 ．6± 0．2秒）に 比 し有意 （p＜0．01＞な延長を示

し、Ca2＋（4．2mM ）とlllcard ｝pine （10fiM ）との 同時添

加で は 15．9± 0．3秒、Ca2｝

（4．2mM ）と17 β
一

estradiol （10
．
°M ）の 添加で は15，6± O．3秒で いず も

非添加群 の 通過時間 と差が なか っ た 。またEKf に

よ り膜 リン脂質組成の うち のphosphatidyl

ethanoLanline ／phosphatidyl　choline 比 の 低 下 と、

ED の 改善が認 め ら れ 、両者 の 関連性が示唆 さ れた。

［結謝 エ ス トロ ゲ ン に よ るED の 改善は、赤血球

内へ の Ca2†の 流入 の 抑 制な らび に膜 リ ン脂質組成

の変化に よ っ て もた らされ る こ と が 示 さ れた．

　【目的】我 々 は卵 巣摘出（ovx ）に よ り破骨細胞形 成

が促進され る培養 系 を開発 し、昨年度 の 本学会に

て 報告した。今回 こ の 培養 系 を用 い て 、 細胞 接着

分子 leukocyte　function−ass  iated　antigen −1 （LFA −1） と

intercellular　adhesion 　molecule −l　aCAM−1）の 役割と発

現 に 対す るOVX の 影響 に つ い て検討した 。

　【方法】偽手 術（sham ）群、　 Gvx 群 、　ovxeCesttediol 投

与（ovx ＋ E）し た群 の マ ウス よ り破骨細胞前駆細胞に

分化 する脾臓細胞を単離 し、 マ ウ ス 骨髄 細胞 か ら

ク ロ
ー

ニ ン グ した問質系細胞（rMS ）と共存培養し、

LFA −1と IC　AM −1の 発現 を経 日的に 調 べ た 。接着分

子 の 発現 は免疫染色 法 に て 検 討 し 、共焦 点レ ーザ

ー
蛍 光顕 微鏡 を用い て定 量化 した。細胞 の 識 別 に

は、propidium　iodideに よ る核染色法 を用 い た。

【結 剽   LFA −L 　 ICAM −1の 中和抗体 を 添加 後、

破骨網 胞形 成 は 有意に抑 制 され た 。  ICAM ・置の 発

現量 は LFA −1の 発現 とは異な り、経 日的 に 上昇し た 。

  破骨細胞 形成促 進因子 で あ る 活 性 型 ビ タ ミ ン D3

添加 に よ り、LFA −1、　 ICAM −1の発現量が増加 した。

  ovx に よ り最 も顕著な差が み られ た（p＜O．Ol）の は

7 日目の ICAM ・1の 発現 で 、その 蛍光 強度は sham 群 ：

2．07± 0．43xlO5 ｛mean ± SE，　n＝274）、 ovx 群 ：2．59±

0 ．41x 】05（n ＝ 284）、　 ovx ＋ E群 ： 2，03± 0，37x105

（n408 〕であっ た．また、　 ICAM −1を高発現 して い る

細胞 （＞ 2．5xlO5 ）の 割 合は．　 sham 群 ： 28．6± 1．6％．

ovx 群 ： 49．2± 3．3％．　 ovx ＋ E群 ： 30．4±3．3％ で あ り．

ovx 群 で 有意な 高値（p〈0．01｝を示 し た、

【結論】破骨細胞形 成に は 、前破 骨細胞 に お け る

LFA −1とICAM −1の 発 現 が 必 須で あ っ た 。 エ ス トロ

ゲ ン の 低下は 前破骨細胞 におけるICAM −1の 発現 上

昇 に よ る 破骨細胞の 形成 亢進 が示 唆さ れ 、閉経後

の骨量低下 の 機序解 明 に 繋が る もの と考 え られた 。
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